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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

汚染された堆肥の処理あるいは利用の方法を探るため、牛ふん堆肥中の放射性セシウム（以下、放射性Cs）の挙動

を調査した。まず、試験1で生ふんと堆肥の放射性Csの挙動の違いを、試験2で堆肥中放射性Csの挙動に影響する要素

を調査した。

【試験１】生牛ふんと牛ふん堆肥に蒸留水を加えてスラリーとし、これを遠心分離（3,000rpm・5min）で固液分離して液相

の放射性Cs濃度を簡易分析した。また、ゼオライト（1g／50Bq）添加区、スラリー状で7日間浸漬区をつくり、同様に測定

した。結果、生ふんは濃度に差はあるものの、全区で液相に放射性 Cs を認め、一方、堆肥は液相の放射性 Cs は全て

検出限界以下となった。（図１、図２、表１）

【試験２】牛ふん堆肥スラリーに、塩酸、硝酸、塩化カリウムを添加してpHを下げ、固液分離した液相中の放射性Cs濃度

を測定した。牛ふん堆肥スラリー（pH7.7）のpH調整試薬により異なる結果が得られた。即ち、塩酸はpH5.0で検出限界以

下だが、硝酸はpH5.0、塩化カリウムはPH7.2で放射性Csを僅かながら検出し、さらにスラリーを加熱しても放射性 Cs 濃

度に明らかな変化は確認できなかった。（図３、図４、表１）

これらのことから、牛ふん堆肥中の放射性 Cs は堆肥中固形分と強く結合し、雨雪による溶出はほとんどないが、汚染

堆肥と塩化カリウムを施用する場合は、微量の放射性 Cs が溶出することが考えられた。

２ 期待される効果

(1) 牛ふん堆肥は適切な堆肥化処理をすることで、放射性Csの水分中への流出を抑制できる可能性がある。

３ 活用上の留意点

(1) 室内試験データであり、実際に堆積した堆肥から放射性Cs流出（溶出）するかを確かめたものではない。

(2) 汚染堆肥から植物への移行については別途試験実施予定。



Ⅱ 具体的データ等

図１ 試験1の方法（フロー図） 図２ 生牛ふん、及び、牛ふん堆肥スラリーの液相中

放射性セシウム濃度

図３ 試験２の方法（フロー図） 図４ 牛ふん堆肥スラリーのｐH調整と加熱後の液相中

液相の放射性セシウム濃度

表１ 牛ふん堆肥スラリーの液相中放射性セシウム濃度
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